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令和２年度予算を可決
３人の議員から緊急質問
予算審査特別委員会で審査
　  解決！深

ふ か

掘
ぼ り

　第２弾
議運視察研修

第
１
回
定
例
会

初めての学校生活に不安のなか、新型コロナウイルスの
影響で、少し寂しくなった小学校入学式の翌日。
あいにくの雨模様でも先生と一緒なら初めての下校も、
マスクの下に笑顔の花が咲く。
みんな応援しているから、ガンバレ新１年生！
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Shinshinotsu  Village  Assembly  Information

【
令
和
元
年
度
補
正
予
算
】

◎
一
般
会
計（
第
７・８
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・‌�

石
狩
北
部
地
区
消
防
事
務
組

合
負
担
金

△
７
８
８
万
円

・
減
債
基
金
積
立
金

２
０
０
０
万
円

・‌�

障
害
者
介
護
・
訓
練
等
給
付

費�
△
８
０
９
万
円

・
保
育
所
運
営
委
託
料

△
４
７
２
万
円

・
米
乾
燥
調
製
施
設
整
備
工
事

４
億
３
６
９
２
万
円

・‌�

経
営
体
育
成
基
盤
整
備
事
業

負
担
金（
３
地
区
）

１
４
１
０
万
円

・‌�

プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券
事
業

負
担
金

△
１
９
６
万
円

・
豊
沼
橋
補
修
工
事

△
１
２
１
０
万
円

・
南
団
地
建
替
事
業
建
設
工
事

△
８
６
２
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

３
億
６
０
３
８
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

39
億
５
０
８
２
万
円

◎
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
療
養
給
付
費

３
７
７
７
万
円

・
高
額
療
養
給
付
費

１
６
０
０
万
円

・
健
診
、
検
査
業
務
委
託
料

△
60
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉５

２
３
３
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

７
億
６
１
５
４
万
円

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会

計
　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
浄
化
セ
ン
タ
ー
汚
泥
処
分
料

△
62
万
円

・‌�

浄
化
セ
ン
タ
ー
管
理
業
務
委

託
料�

△
52
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉△

１
８
２
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

６
９
１
８
万
円

◎
介
護
保
険
特
別
会
計

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・‌�

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費

負
担
金

△
１
６
０
０
万
円

・‌�

居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
給

付
費
負
担
金

△
１
８
０
万
円

・‌�

特
定
入
所
者
介
護
サ
ー
ビ
ス

費
負
担
金

△
４
５
０
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉

△
３
３
０
６
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

３
億
６
８
４
３
万
円

 

◎‌�

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

〈
今
回
の
補
正
額
〉

△
90
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

５
１
７
８
万
円

◎
地
方
公
務
員
法
及
び
地
方
自

治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
施
行
に
伴
う
関
係
条
例
の
整

備
に
関
す
る
条
例
の
制
定
に
つ

い
て

　

地
方
公
務
員
法
等
の
改
正
に

よ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度

の
導
入
に
伴
い
、
関
係
条
例
の

整
備
を
行
う
た
め
、
本
条
例
を

制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
中
小
企
業
・
小
規

模
企
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て

　

中
小
企
業
・
小
規
模
企
業
の

成
長
発
展
及
び
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
に
あ
た
り
、
村
の

施
策
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定

め
る
た
め
、
本
条
例
を
制
定
す

る
も
の
で
す
。

◎
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ

い
て

　

成
年
被
後
見
人
等
に
係
る
欠

補
正
予
算

条
例
改
正

条
例
制
定

調製能力向上のため、出荷設備を整備
する予定のライスファクトリー

令
和
２
年

第
１
回

　
定
例
会

定
例
会
の
主
な
内
容

　

令
和
２
年
第
１
回
村
議
会

定
例
会
が
、
３
月
10
日
か
ら

19
日
ま
で
の
10
日
間
の
会
期

を
も
っ
て
招
集
さ
れ
ま
し
た
。

　

初
日
は
、
村
政
及
び
教
育

行
政
執
行
方
針
の
あ
と
、
補

正
予
算
や
条
例
の
制
定
改
正

な
ど
20
件
を
審
議
し
た
結
果
、

全
て
原
案
の
と
お
り
可
決
し
、

１
件
の
専
決
処
分
を
承
認
し

ま
し
た
。

　
ま
た「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
」

の
緊
急
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
追
加
の
補

正
予
算
１
件
と
予
算
審
査
特

別
委
員
会
で
審
議
し
た
新
年

度
予
算
５
会
計
を
原
案
の
と

お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
２
人
の
議
員
か
ら
、

初
日
と
同
じ
く「
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
対
策
に
つ
い
て
」の

緊
急
質
問
を
行
い
ま
し
た
。
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格
条
項
の
見
直
し
に
伴
い
、
本

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
職
員
の
勤
務
時
間
、

休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

年
次
有
給
休
暇
等
の
付
与
の

基
準
と
な
る
期
間
を
、
暦
年
単

位
か
ら
年
度
単
位
に
変
更
を
行

う
た
め
、
本
条
例
を
改
正
す
る

も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

関
係
法
令
及
び
要
領
の
一
部

改
正
に
伴
い
、
本
条
例
を
改
正

す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
乳
幼
児
等
医
療
費

給
付
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
に
つ
い
て

◎
重
度
心
身
障
害
者
及
び
ひ
と

り
親
家
庭
等
の
医
療
費
の
助
成

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
に
つ
い
て

　

事
業
の
助
成
対
象
年
齢
を
拡

大
す
る
こ
と
に
よ
り
、
医
療
費

の
現
物
給
付
が
可
能
と
な
り
、

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
支
援
の

充
実
を
図
る
た
め
、
本
条
例
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
廃
棄
物
の
減
量
及

び
処
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

江
別
市
の
処
理
手
数
料
の
改

定
に
伴
い
、
本
条
例
を
改
正
す

る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
の

基
準
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

関
係
法
令
の
改
正
に
伴
い
、

本
条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
保
健
セ
ン
タ
ー
管

理
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

◎
新
篠
津
村
自
治
セ
ン
タ
ー
設

置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て

◎
新
篠
津
村
営
プ
ー
ル
設
置
及

び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

◎
新
篠
津
村
運
動
公
園
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い

て◎
新
篠
津
村
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

に
つ
い
て

　

消
費
税
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

た
こ
と
に
伴
い
、
関
係
施
設
使

用
料
の
改
定
を
行
う
た
め
、
本

条
例
を
改
正
す
る
も
の
で
す
。

◎
新
篠
津
村
第
５
辺
地
総
合
整

備
計
画
の
一
部
変
更
に
つ
い
て

　

第
５
辺
地
総
合
整
備
計
画
に
、

農
業
水
路
等
長
寿
命
化
・
防
災

減
災
事
業
を
追
加
す
る
た
め
、

変
更
す
る
も
の
で
す
。

◎
令
和
元
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算（
第
６
号
）

　

歳
出
補
正
の
主
な
内
容

・
財
政
調
整
基
金
積
立
金

１
６
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
返
礼
品

２
０
０
万
円

・
ふ
る
さ
と
納
税
業
務
委
託
料

１
２
９
５
万
円

〈
今
回
の
補
正
額
〉３

６
２
９
万
円

〈
補
正
後
の
予
算
総
額
〉

35
億
９
０
４
４
万
円

　

昨
年
５
月
１
日
、
村
議
会
が

新
体
制
と
な
り
、
１
年
が
経
過

し
た
。
そ
こ
で
議
会
を
代
表
し

て
正
副
議
長
に
感
想
や
印
象
な

ど
を
聞
い
て
み
た
。

藤
永
議
長

　

議
長
１
期
目
に
掲
げ
た
「
静

か
な
る
議
会
改
革
」
を
２
期
目

に
お
い
て
も
、
さ
ら
に
も
う
一

歩
進
め
て
行
き
た
い
と
考
え
て

い
た
が
、
議
会
改
革
の
難
し
さ

を
感
じ
て
い
る
。

　

以
前
の
体
制
と
比
較
し
て
考

え
る
と
、
行
政
経
験
を
持
っ
た

議
員
が
活
動
す
る
こ
と
で
、
今

ま
で
の
流
れ
と
は
明
ら
か
に
変

化
し
て
お
り
、
そ
の
こ
と
に
よ

る
良
い
面
、
多
少
戸
惑
う
面
な

ど
あ
っ
た
が
、
７
名
の
仲
間
と

共
に
知
恵
を
出
し
学
習
し
な
が

ら
、
村
づ
く
り
の
た
め
努
力
し

て
い
る
。

　

ま
た
昨
年
は
、
老
人
会
、
商

工
会
と
の
懇
談
会
の
開
催
を
通

じ
て
、
開
か
れ
た
議
会
の
一
歩

に
繋
が
っ
た
の
で
は
な
い
か
と

思
っ
て
い
る
。
こ
の
１
年
を
弾

み
に
し
て
残
り
２
期
目
３
年
の

中
で
「
静
か
な
る
議
会
改
革
」を

推
進
し
て
い
き
た
い
。

髙
井
副
議
長

　

前
期
の
議
員
構
成
は
、
ほ
と

ん
ど
が
新
人
議
員
で
、
議
会
経

験
者
が
現
正
副
議
長
の
２
人
だ

け
だ
っ
た
こ
と
の
大
変
さ
は
感

じ
た
。

　

こ
の
１
年
、
新
体
制
で
の
各

議
員
の
協
力
に
よ
り
助
け
を
い

た
だ
い
て
、
役
職
に
関
わ
る
多

少
の
負
担
は
軽
減
さ
れ
た
が
、

今
ま
で
の
こ
と
が
満
足
出
来
た

か
と
い
う
と
心
残
り
は
あ
る
。

　

ま
た
、
時
代
の
流
れ
に
応
じ

て
、
現
在
の
常
任
委
員
会
の
形

態
や
設
置
数
な
ど
を
、
考
え
て

い
く
必
要
も
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
う
。

正
副
議
長

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
に
対
し
て
、
緊
急
支

援
な
ど
、
目
配
り
気
配
り
の
効

い
た
、
迅
速
な
対
応
を
行
う
よ

う
、
強
く
村
に
働
き
か
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

以
上
、
正
副
議
長
に
村
議
会

『
こ
の
１
年
』
と
題
し
て
、
新
体

制
を
振
り
返
っ
て
も
ら
っ
た
。

一
般
議
案

専
決
処
分

村
議
会「
こ
の
１
年
」

新
体
制
を
振
り
返
る
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令和２年度

予算
小学校ICT教育環境整備、自治センター大ホール照明LED化など学校・社会教育の充実に向けて

一般会計予算の内容

心豊かな人を育てるまちづくりへ

村税
318,442千円
9.3%

諸収入
52,609千円
1.6%

国道支出金
564,671千円
16.6%

村債
426,600千円
12.6%

地方譲与税
52,200千円
1.5%

繰入金
155,047千円
4.6%

繰越金
10,000千円
0.3%

財産収入 
14,736千円
0.4%

使用料等
186,517千円
5.5%

地方交付税
1,540,000千円
45.3%地方消費税

交付金
67,000千円
2.0%

その他交付金
11,178千円
0.3%

【歳出予算構成比】

歳入歳出総額　33億9,900万円
【歳入予算構成比】

議会費
37,881千円
1.1%

予備費
2,000千円
0.1%

総務費
1,112,924千円
32.7%

土木費
493,291千円
14.5%

公債費
293,511千円
8.6%

教育費
318,023千円
9.4%

民生費
564,791千円
16.6 %

衛生費
126,694千円
3.7%

商工費
71,205千円
2.1%

農林水産業費
375,680千円
11.1%

諸支出金
3,000千円
0.1%

令和２年度　各会計当初予算

会　　計　　名 予算額（万円） 前年度比（％）

一 　 般 　 会 　 計 33億9,900 △1.8 

国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 7億3,200 7.5 

農業集落排水事業特別会計 6,700 △5.6 

介 護 保 険 特 別 会 計 3億9,200 0.5 

後期高齢者医療特別会計 6,100 15.1 

合　　　　　　計 46億5,100 △0.2 平成12年度に購入した更新予定のスクールバス
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■ 
高
橋
隆
光
委
員 

　

今
年
実
施
さ
れ
る
国
勢
調
査

は
、
交
付
税
算
定
の
基
礎
と
な

る
大
変
重
要
な
人
口
調
査
に
な

る
が
、
調
査
員
の
人
数
や
選
考

方
法
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い

る
の
か
。

□ 

林
総
務
課
長 

　

指
導
員
３
名
と
調
査
区
が
30

区
あ
る
の
で
調
査
員
は
30
名
を

予
定
し
て
い
る
。
過
去
に
経
験

が
あ
る
方
に
お
願
い
を
し
、
空

き
の
あ
る
調
査
区
に
つ
い
て
は
、

そ
の
調
査
区
内
の
方
に
お
願
い

し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
２
名

採
用
す
る
が
、
３
年
間
終
了
後

村
に
残
れ
る
よ
う
ど
の
よ
う
な

検
討
を
行
っ
て
い
る
の
か
。

□ 

石
若
総
務
課
主
幹 

　

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
大
き

な
目
標
は
起
業
す
る
こ
と
で
あ

り
、
な
か
な
か
難
し
い
面
は
あ

る
が
村
に
残
っ
て
い
た
だ
け
る

よ
う
協
力
し
て
い
き
た
い
。

■ 

南
部
委
員 

　

移
住
支
援
金
に
つ
い
て
ど
の

く
ら
い
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

□ 

石
若
総
務
課
主
幹 

　

一
人
３
万
円
で
40
名
を
予
定

し
て
い
る
。

■ 

南
部
委
員 

　

障
が
い
者
計
画
・
障
が
い
福

祉
計
画
策
定
業
務
委
託
料
は
ど

の
よ
う
な
内
容
か
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　
３
年
に
１
回
の
計
画
の
更
新

と
な
り
、
研
究
員
の
人
件
費
や

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
と
な
っ

て
い
る
。

■ 
大
塚
委
員 

　

除
雪
サ
ー
ビ
ス
事
業
の
委
託

料
に
つ
い
て
、
一
律
で
支
払
い

を
し
て
い
る
の
か
、
そ
れ
と
も

出
役
回
数
で
支
払
い
を
行
っ
て

い
る
の
か
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　

南
ヶ
丘
の
住
宅
が
１
工
区
で

ひ
と
月
単
価
の
契
約
と
な
っ
て

い
る
。
南
ヶ
丘
以
外
の
全
村
を

行
っ
て
い
る
２
工
区
は
、
シ
ー

ズ
ン
契
約
と
な
っ
て
い
る
。
二

つ
と
も
出
役
回
数
で
は
な
く
契

約
額
で
支
払
っ
て
い
る
。

■ 

髙
井
委
員 

　

健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
は
昨
年

導
入
し
た
ば
か
り
だ
が
、
改
修

手
数
料
が
必
要
に
な
る
の
か
。

一
般
会
計
ほ
か
４
特
別
会
計
の
予
算
を
審
議

■
予
算
審
査
特
別
委
員
会

令
和
２
年
度
予
算

総
　務
　費

髙橋　孝志 委員長

　令和２年第１回村議会定例会初日（10日）に付
託された令和２年度新篠津村各会計歳入歳出予算
案は、予算審査特別委員会（委員長 髙橋孝志、副
委員長 大塚裕樹）を設置し、３月12日に審査を
行いました。19日に再開された本議会において審
査報告を行った結果、同委員会の決定のとおり各
会計予算は原案どおり可決されました。主な質疑
の内容は次のとおりです。

今年度から新たな地域おこし
協力隊として活動する、シュー
マッハさん。

民
　生
　費

衛
　生
　費
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□ 

吉
田
住
民
課
長 

　

法
の
改
正
に
よ
り
、
後
期
高

齢
健
診
制
度
の
質
問
票
の
仕
様

変
更
に
対
応
す
る
た
め
、
改
修

を
行
う
。

■ 

南
部
委
員 

　

北
石
狩
衛
生
施
設
解
体
経
費

に
つ
い
て
、
今
回
の
負
担
金
で

負
担
は
終
了
す
る
の
か
。

□ 

吉
田
住
民
課
長 

　

令
和
２
年
度
か
ら
解
体
の
設

計
を
行
い
、
３
年
度
か
ら
解
体

を
開
始
し
、
事
業
費
は
起
債
を

充
当
す
る
。
そ
の
償
還
期
間
が

10
年
で
あ
り
、
そ
の
間
負
担
が

発
生
す
る
予
定
で
あ
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

ス
マ
ー
ト
農
業
推
進
実
践
事

業
補
助
金
が
初
め
て
計
上
さ
れ

た
が
、
こ
れ
か
ら
規
模
の
拡
大

も
含
め
て
、
村
と
し
て
の
ど
の

よ
う
に
関
わ
っ
て
い
く
の
か
。

□ 
窪
田
産
業
建
設
課
参
事 

　

Ｉ
Ｃ
Ｔ
技
術
等
の
先
端
技
術

は
、
農
業
生
産
の
効
率
化
や
農

産
物
の
高
付
加
価
値
化
な
ど
、

大
変
重
要
な
ツ
ー
ル
と
考
え
て

い
る
。
村
と
し
て
ソ
フ
ト
面
で

ど
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
可
能

か
、
石
狩
農
業
改
良
普
及
セ
ン

タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら
検
討
し

て
い
き
た
い
。

■ 

林
委
員 

　

青
空
ま
つ
り
補
助
金
の
増
額

理
由
は
。

□ 

石
若
総
務
課
主
幹 

　

花
火
終
了
後
に
ス
テ
ー
ジ
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
、
村
民
参
加
に

よ
る
の
ど
自
慢
を
計
画
し
て
い

る
た
め
、
そ
の
経
費
分
が
増
額

に
な
っ
て
い
る
。

■ 

山
元
委
員 

　

ふ
れ
あ
い
農
園
と
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
の
管
理
運
営
を
、
今
年

は
ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
く
の

か
。

□ 

石
若
総
務
課
主
幹 

　

ふ
れ
あ
い
農
園
に
つ
い
て
は
、

昨
年
利
用
者
へ
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク

状
の
解
消
に
向
け
て
、
区
画
の

移
動
な
ど
を
含
め
た
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
そ
の
回
答

を
踏
ま
え
た
管
理
体
制
を
と
り

た
い
。

　

ま
た
、
農
園
と
パ
ー
ク
ゴ
ル

フ
場
の
管
理
人
を
分
け
て
、
２

名
体
制
と
す
る
。

■ 

髙
井
委
員 

　

公
用
車
車
庫
建
て
替
え
工
事

の
内
容
は
。

□ 

佐
藤
産
業
建
設
課
長 

　

２
台
用
の
車
庫
を
２
棟
建
て

る
予
定
で
、
ト
ラ
ッ
ク
と
大
型

車
両
が
入
る
形
状
と
な
っ
て
い

る
。

■ 

林
委
員 

　

給
食
調
理
等
業
務
委
託
料
に

つ
い
て
、
昨
年
か
ら
民
間
委
託

に
し
て
い
る
が
、
ど
の
よ
う
な

メ
リ
ッ
ト
が
出
て
き
た
か
。

□ 

金
兵
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

１
番
は
衛
生
管
理
の
部
分
で
、

委
託
会
社
で
定
期
的
に
衛
生
管

理
指
導
の
研
修
を
行
っ
て
い
る

の
で
、
そ
の
効
果
が
大
き
い
と

考
え
て
い
る
。

■ 

藤
永
委
員 

　

小
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
中

で
、
今
後
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教

育
が
行
わ
れ
る
予
定
は
あ
る
の

か
。

□ 

金
兵
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

令
和
２
年
度
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ

ン
グ
教
育
用
教
材
を
購
入
し
て
、

子
ど
も
た
ち
へ
の
教
育
に
取
り

組
ん
で
い
く
計
画
で
あ
る
。

■ 

髙
井
委
員 

　

運
動
公
園
サ
ッ
カ
ー
場
の
改

修
計
画
は
あ
る
の
か
。

□ 

金
兵
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

改
修
と
な
る
と
１
シ
ー
ズ
ン

利
用
が
で
き
な
く
な
る
可
能
性

も
あ
る
た
め
、
な
か
な
か
難
し

い
状
況
だ
が
、
こ
れ
か
ら
も
利

用
者
の
こ
と
を
考
え
協
議
を
進

め
て
い
き
た
い
。

■ 

山
元
委
員 

　

自
治
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
の

照
明
を
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
す
る
が
、

今
回
の
工
事
に
ス
テ
ー
ジ
は
含

ま
れ
る
の
か
。

□ 

金
兵
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

ス
テ
ー
ジ
上
の
蛍
光
管
と
ス

テ
ー
ジ
前
の
ス
ポ
ッ
ト
ラ
イ
ト

も
取
り
換
え
る
予
定
で
あ
る
。

農
林
水
産
業
費

商
　工
　費

土
　木
　費

教
　育
　費

解体予定の北石狩衛生センターの
し尿処理棟
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■ 

高
橋
隆
光
委
員 

　

個
人
村
民
税
に
つ
い
て
、
商

店
や
飲
食
店
な
ど
を
含
め
た
小

規
模
企
業
者
や
農
業
者
に
対
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

影
響
を
大
き
く
受
け
た
場
合
の
、

減
免
措
置
を
検
討
す
る
考
え
は

な
い
の
か
。

□ 

林
総
務
課
長 

　

被
害
調
査
も
行
っ
て
い
る
状

況
で
あ
り
、
今
後
、
国
や
道
の

補
助
や
融
資
な
ど
の
施
策
の
動

向
を
見
な
が
ら
、
税
の
減
免
を

検
討
す
る
こ
と
に
な
る
か
も
し

れ
な
い
が
、
今
の
段
階
で
は
検

討
し
て
い
な
い
。

■ 

高
橋
隆
光
委
員 

　

給
食
費
の
還
付
規
程
は
ど
の

よ
う
に
な
っ
て
い
る
か
。

□ 

金
兵
教
育
委
員
会
教
育
次
長 

　

夏
休
み
な
ど
の
特
別
な
月
を

除
い
て
、
15
食
未
満
の
場
合
は

そ
の
食
数
分
と
な
る
。

■ 

山
元
委
員 

　

昨
年
初
め
て
健
康
ま
つ
り
が

開
催
さ
れ
た
が
、
今
年
の
企
画

な
ど
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
か
。

□ 
吉
田
住
民
課
長 

　

い
ろ
い
ろ
な
計
画
を
考
え
て

い
る
が
そ
の
中
の
一
つ
と
し
て
、

集
客
の
た
め
に
健
康
講
演
会
の

講
師
に
は
で
き
る
だ
け
有
名
な

方
を
招
き
、
終
了
後
に
電
化
製

品
が
当
た
る
抽
選
会
な
ど
も
検

討
し
て
い
る
。

■ 

髙
井
委
員 

　

法
適
用
化
基
本
計
画
等
策
定

業
務
委
託
と
は
ど
の
よ
う
な
も

の
か
。

□ 

佐
藤
産
業
建
設
課
長 

　

令
和
６
年
度
か
ら
、
集
落
排

水
事
業
会
計
が
公
営
企
業
会
計

法
の
適
用
に
な
る
こ
と
か
ら
、

そ
の
準
備
と
し
て
基
本
計
画
を

策
定
す
る
。
ま
た
将
来
に
向
け

て
安
定
的
な
事
業
計
画
を
行
う

た
め
の
、
中
長
期
的
な
経
営
戦

略
も
併
せ
て
策
定
す
る
。

■ 

大
塚
委
員 

　

縁
結
び
応
援
隊
や
当
別
町
と

の
連
携
事
業
な
ど
が
終
了
し
、

企
画
が
弱
い
印
象
を
受
け
る
が
、

何
か
新
し
い
Ｐ
Ｒ
事
業
な
ど
の

企
画
を
考
え
て
い
る
の
か
。

□ 

石
塚
村
長 

　

当
別
町
と
の
連
携
事
業
で
は
、

こ
れ
ま
で
東
京
の
中
野
区
と
連

携
事
業
を
行
っ
て
き
た
が
、
今

度
は
別
な
区
と
新
た
な
連
携
が

で
き
な
い
か
、
当
別
町
と
協
議

を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、平
成
30
年
に
石
狩
市
・

当
別
町
・
増
毛
町
と
サ
イ
ク
ル

ツ
ー
リ
ズ
ム
の
協
議
会
を
立
ち

上
げ
、
コ
ー
ス
選
定
や
休
憩
所

の
整
備
な
ど
も
終
わ
り
、
令
和

２
年
度
か
ら
本
格
的
な
活
動
を

開
始
す
る
こ
と
か
ら
、
３
市
町

と
連
携
を
深
め
て
い
く
予
定
で

あ
る
。

■ 

藤
永
委
員 

　

今
回
の
予
算
を
見
る
と
、
子

育
て
支
援
の
充
実
に
向
け
た
事

業
の
一
段
落
、
そ
し
て
移
住
定

住
に
向
け
た
新
た
な
魅
力
作
り

政
策
と
感
じ
ら
れ
る
が
、
村
長

の
新
年
度
予
算
へ
の
思
い
を
伺

い
た
い
。

□ 

石
塚
村
長 

　

今
の
子
育
て
支
援
は
、
今
年

行
っ
た
ら
来
年
す
ぐ
に
成
果
が

出
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
と

思
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
ま
で

行
っ
て
き
た
政
策
を
継
続
し
続

け
、
地
道
に
粘
り
強
く
長
い
期

間
、
継
続
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

人
口
増
に
ま
で
は
い
か
な
く
て

も
、
な
ん
と
か
人
口
減
を
少
し

で
も
止
め
ら
れ
た
ら
と
思
っ
て

い
る
。

　

新
た
な
も
の
と
し
て
一
つ
、

子
育
て
世
代
の
方
か
ら
、
小
さ

な
子
を
遊
ば
せ
る
場
所
が
無
い

と
い
う
声
も
あ
り
、
Ｂ
＆
Ｇ
体

育
館
前
に
乳
児
が
使
え
る
よ
う

な
遊
具
を
、
整
備
す
る
予
定
で

あ
る
。

　

今
後
い
ろ
い
ろ
と
大
型
事
業

も
控
え
て
お
り
、
正
直
、
財
政

的
に
な
か
な
か
厳
し
い
面
も
あ

る
が
、
少
し
で
も
前
に
進
め
た

い
と
思
い
今
年
度
の
予
算
編
成

を
行
っ
た
。

一
般
会
計
歳
入
全
般

国
民
健
康
保
険

　
　特
別
会
計

各
会
計
歳
入
歳
出
全
般

農
業
集
落
排
水

事
業
特
別
会
計

昨年開催された健康まつりの講演会の様子

本格始動するサイクルツーリズム
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○
山
元
議
員　
質
問

　

昨
年
末
来
、
中
国
に
て
発
生

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、

わ
ず
か
２
カ
月
足
ら
ず
で
世
界

中
に
感
染
拡
大
し
、
日
本
に
お

い
て
は
感
染
者
数
が
日
を
追
っ

て
増
加
し
て
い
る
。

　

特
に
観
光
地
と
し
て
の
北
海

道
は
感
染
者
数
が
多
く
、
３
月

９
日
発
表
時
点
で
は
道
内
感
染

者
は
１
０
８
人
、
内
死
亡
は
３

人
と
な
っ
て
い
る
。

　

北
海
道
知
事
は
道
内
で
の
感

染
者
が
増
大
し
て
い
る
こ
と

か
ら
、
２
月
26
日
に
は
各
市

町
村
へ
「
小
中
学
校
の
臨
時
休

校
」
を
要
請
し
、
そ
し
て
28
日

に
は
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発

表
、
そ
の
後「
外
出
自
粛
要
請
」

な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
た
。

　

村
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
に
取

り
組
ん
だ
感
染
対
策
と
、
そ
し

て
今
後
に
向
け
て
、
ど
の
よ
う

な
対
策
を
考
え
て
い
る
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

住
民
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
予
防
策

に
係
る
正
し
い
知
識
を
周
知
す

る
た
め
、
２
月
12
日
か
ら
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
や
、
３
月
号
の
広
報

誌
に
掲
載
し
た
。

　

庁
内
で
は
、
２
月
25
日
に
、

三
役
と
管
理
職
で
構
成
す
る

「
新
篠
津
村
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
対
策
本
部
」
を
設
置
し
て
、

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
の
対
応

基
本
方
針
を
決
定
し
た
。

　

村
が
主
催
又
は
関
係
す
る
集

会
・
イ
ベ
ン
ト
等
に
つ
い
て
は
、

原
則
中
止
又
は
延
期
と
す
る
旨

緊急
質問
山元　栄 議員

取り組んだ対策と

　　　今後の対応はQ
村民、児童生徒の

　感染防止対策を全力でA

緊急質問とは
　一般質問とは別に、質問が緊急を要するとき、
その他真にやむを得ないと認められたときに、
議会の同意を得て質問することができること。

　令和２年第１回村議会定例会が３月10日から

19日の10日間の日程で開催されました。

　初日に１人、最終日に２人の議員が緊急質問し、

石塚村長と荒谷教育長に答弁を求めました。

緊急質問
３人の議員から新型コロナウイルス対策について



Shinshinotsu  Village  Assembly  Information

議会通信しんしのつ　No.119❾

を
、
各
関
係
機
関
や
団
体
に
連

絡
し
た
。

　

２
月
26
日
に
鈴
木
北
海
道
知

事
が
、
２
月
27
日
か
ら
３
月
４

日
ま
で
の
一
週
間
、全
道
の
小
・

中
学
校
に
、
臨
時
休
校
す
る
よ

う
各
市
町
村
や
教
育
委
員
会
に

対
し
て
要
請
が
あ
っ
た
。

　

本
村
で
は
、
小
学
校
と
中
学

校
を
臨
時
休
校
、
保
育
所
と
託

児
を
臨
時
閉
所
、
自
治
セ
ン

タ
ー
と
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館
を
臨
時

閉
館
す
る
こ
と
に
決
定
を
し
て
、

防
災
無
線
等
で
お
知
ら
せ
を
す

る
な
ど
、
こ
れ
ま
で
村
内
の
感

染
防
止
対
策
に
全
力
で
取
り
組

ん
で
き
た
。

　

い
ま
だ
に
、
終
息
が
見
え
な

い
状
況
で
あ
る
が
、
感
染
症
対

策
の
情
報
提
供
を
継
続
し
な
が

ら
、
村
民
が
感
染
者
と
な
ら
な

い
よ
う
に
、
最
大
限
の
対
応
を

し
て
い
き
た
い
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

　

学
校
教
育
関
係
で
は
、
２
月

25
日
、
事
務
局
・
小
中
学
校
校

長
・
教
頭
を
構
成
員
と
し
「
村

立
学
校
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
会
議
」

を
、
こ
れ
ま
で
４
回
開
催
し
、

北
海
道
教
育
委
員
会
か
ら
の
通

知
を
基
に
、
対
応
策
な
ど
を
協

議
し
て
き
た
。

　

26
日
に
、
小
中
学
校
の
27
日

か
ら
３
月
４
日
ま
で
の
臨
時
休

業
を
決
定
し
た
が
、
そ
の
後
、

全
国
一
斉
の
臨
時
休
業
の
要
請

を
受
け
、
春
休
み
前
日
の
３
月

25
日
ま
で
延
長
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

　

卒
業
式
に
つ
い
て
は
、
日
程

を
中
学
校
は
13
日
を
24
日
に
、

小
学
校
は
20
日
を
25
日
に
変
更

し
、
道
立
高
校
の
「
出
席
者
は

卒
業
生
の
み
と
す
る
」
と
い
う

対
応
を
参
考
に
、
出
席
者
を
卒

業
生
と
教
職
員
と
す
る
こ
と
を

決
定
し
た
。

　

社
会
教
育
関
係
で
は
、会
議
・

事
業
は
す
べ
て
中
止
と
し
、
自

治
セ
ン
タ
ー
と
Ｂ
＆
Ｇ
体
育
館

に
つ
い
て
は
、
学
校
の
臨
時
休

業
に
準
じ
、
２
月
27
日
か
ら
３

月
４
日
ま
で
休
館
と
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
海
道
教
育
委
員

会
の
通
知
等
に
基
づ
き
検
討
し
、

休
館
期
間
を
３
月
16
日
ま
で
延

長
し
た
。

　

今
後
は
児
童
生
徒
の
健
康
状

態
を
電
話
に
よ
る
確
認
、
学
習

面
は
プ
リ
ン
ト
を
郵
送
す
る
な

ど
の
対
応
を
し
て
い
き
た
い
。

　

村
内
か
ら
は
、
感
染
者
の
報

告
が
出
て
い
な
い
が
、
油
断
せ

ず
児
童
生
徒
の
健
康
と
安
全
を

第
一
に
考
え
、
感
染
症
の
拡
大

防
止
を
最
優
先
に
対
応
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
大
塚
議
員　
質
問

　

村
も
道
の
要
請
通
り
の
内
容

で
卒
業
式
も
延
期
し
、
道
立
高

校
の
基
準
を
参
考
に
、
卒
業
生

と
教
職
員
の
み
で
卒
業
式
を
行

う
と
決
定
さ
れ
た
。

　

た
だ
、
国
も
道
も
休
校
に
つ

い
て
は
強
制
で
は
な
く
、
市
町

村
の
対
応
に
委
ね
て
い
る
。

　

教
育
長
が
良
く
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
ス
ク
ー
ル
に
、
力

を
入
れ
て
い
き
た
い
と
言
っ
て

い
る
が
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
非
常
に
大
切
だ

と
思
い
期
待
し
て
い
る
。

　

村
に
は
、
１
ク
ラ
ス
20
人
程

度
の
小
中
学
校
が
１
校
ず
つ
し

か
な
く
、
子
ど
も
達
や
保
護
者

が
納
得
す
る
よ
う
な
、
独
自
の

対
応
が
あ
っ
て
も
良
い
の
で
は

な
い
か
。

○
荒
谷
教
育
長　
答
弁

　

卒
業
式
は
当
初
「
児
童
生
徒

が
登
校
で
き
る
こ
と
」
を
前
提

に
協
議
し
て
き
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
が
拡
大
し
て
い
る

状
況
か
ら
、
３
月
２
日
に
、
児

童
生
徒
の
健
康
と
安
全
を
第
一

に
考
え
、
感
染
リ
ス
ク
に
備
え

た
対
応
と
し
て
、
卒
業
式
の
日

程
変
更
、
出
席
者
は
卒
業
生
と

教
職
員
と
す
る
決
断
を
し
た
。

　

規
模
を
縮
小
し
て
の
卒
業
式

に
な
る
が
、
教
職
員
一
同
、
卒

業
生
の
た
め
に
、
思
い
出
に
残

る
式
に
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

日
頃
よ
り
「
新
篠
津
だ
か
ら

で
き
る
教
育
」
を
モ
ッ
ト
ー
に

緊急
質問
大塚　裕樹 議員

独自対応で卒業式の

　挙行ができないのかQ
児童生徒の健康と安全を

　　　守ることが大優先A

小中学校で実施された分散登校の様子
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学
校
運
営
に
努
め
て
い
る
が
、

児
童
生
徒
の
健
康
と
安
全
を
、

第
一
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

一
日
で
も
早
く
、
児
童
生
徒

が
、
元
気
に
、
の
び
の
び
と
し

た
学
校
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
や
保

護
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
を
大
切
に
し
、
慎
重
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
。

再
質
問

○
大
塚
議
員　
質
問

　

卒
業
式
は
両
親
が
行
き
た
い

と
言
う
こ
と
で
は
な
く
、
卒
業

生
と
教
職
員
の
み
で
卒
業
式
を

行
う
、
子
ど
も
達
の
思
い
を
考

え
る
と
か
わ
い
そ
う
で
は
な
い

か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

村
の
子
ど
も
達
は
、
保
育

所
・
小
中
学
校
と
ず
っ
と
一
緒

だ
っ
た
の
が
、
卒
業
し
て
バ
ラ

バ
ラ
に
な
り
高
校
生
活
が
始
ま

る
。
そ
ん
な
最
後
の
子
ど
も
達

に
対
し
て
、
村
と
し
て
配
慮
が

で
き
な
か
っ
た
の
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　
こ
の
三
週
間
、
皆
さ
ん
と
一

緒
に
外
出
を
自
粛
し
な
が
ら
、

安
全
を
守
る
と
い
う
こ
と
を
し

て
き
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
一
人
の
感
染

者
も
出
さ
な
い
と
い
う
こ
と
を

心
に
誓
っ
て
、
是
非
と
も
皆
さ

ん
に
頑
張
っ
て
頂
き
た
い
。

　

特
に
中
学
校
の
卒
業
生
は
、

こ
れ
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の
高

校
に
進
学
と
い
う
、
15
の
春
が

こ
の
よ
う
な
年
に
重
な
り
、
大

変
辛
い
思
い
を
し
て
い
る
の
は
、

重
々
分
か
っ
て
い
る
つ
も
り
で

あ
る
。

　

だ
か
ら
こ
そ
な
ん
と
し
て
も
、

一
人
の
感
染
者
も
出
さ
ず
、
高

校
の
入
学
式
に
出
て
頂
き
た
い

と
思
っ
て
い
る
の
で
、
子
ど
も

達
の
安
全
を
守
る
こ
と
が
、
大

優
先
で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
。

○
南
部
議
員　
質
問

　

感
染
拡
大
対
策
が
呼
び
か
け

ら
れ
、
集
会
・
イ
ベ
ン
ト
等
の

自
粛
が
行
わ
れ
て
い
る
。

　

本
村
も
、
自
粛
の
影
響
で
飲

食
店
や
観
光
業
は
大
き
な
影
響

を
受
け
て
お
り
、
こ
の
ま
ま
で

は
死
活
問
題
と
な
る
。

　

商
工
会
に
よ
る
と
、
11
事
業

所
に
対
し
て
緊
急
調
査
を
行
い
、

飲
食
業
で
は
２
月
末
か
ら
予
約

が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
る
な
ど
、

他
業
種
に
お
い
て
も
売
り
上
げ

が
、
大
幅
に
ダ
ウ
ン
し
て
い
る

と
の
こ
と
で
あ
る
。

　

ま
た
、
た
っ
ぷ
の
湯
で
は
、

わ
か
さ
ぎ
釣
り
や
宿
泊
な
ど
の

団
体
予
約
が
、
ほ
と
ん
ど
キ
ャ

ン
セ
ル
に
な
っ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
が
長
期
化

の
様
相
を
み
せ
る
中
で
、
商
工

業
者
全
般
で
、
深
刻
な
経
営
危

機
に
陥
る
こ
と
も
危
惧
さ
れ
、

ま
た
今
後
は
農
業
へ
の
影
響
も

心
配
さ
れ
る
。

　

国
・
道
の
対
策
や
支
援
を
待

た
ず
に
、
村
と
し
て
独
自
の
緊

急
対
策
を
一
日
で
も
早
く
進
め

る
べ
き
で
は
な
い
か
。

○
石
塚
村
長　
答
弁

　

村
に
お
け
る
経
済
等
へ
の
影

響
に
つ
い
て
は
、
甚
大
な
損
害

が
生
じ
、
ま
た
建
設
業
関
係
に

お
い
て
も
、
資
材
等
の
納
品
が

中
国
か
ら
の
も
の
が
多
く
、
工

事
受
注
に
大
き
な
支
障
を
き
た

し
て
い
る
。

　

商
工
業
者
に
対
し
て
は
、
運

転
資
金
な
ど
を
借
り
入
れ
た
場

合
の
無
利
子
制
度
と
し
て
、
新

た
な
「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
対
策

に
お
け
る
特
別
融
資
制
度
」
を

制
定
し
、
ま
た
農
業
関
係
の
支

援
策
に
つ
い
て
は
、
Ｊ
Ａ
や
関

係
機
関
な
ど
と
損
失
状
況
の
情

報
共
有
に
努
め
た
い
。

　

今
後
、
国
や
道
の
動
向
に
注

視
し
、
本
村
に
お
け
る
影
響
や

課
題
を
十
分
に
調
査
し
、
支
援

で
き
る
独
自
対
策
を
考
え
て
い

き
た
い
。

緊急
質問
南部　隆志 議員

緊急支援対策の

　村独自の検討はQ
影響や課題を
調査し支援対策を
検討

A

児童と教職員のみで行われた小学校の卒業式

生徒と教職員のみで行われた中学校の卒業式
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「
介
護
保
険
料
っ
て
、
何
歳

か
ら
納
め
る
の
か
？
」
と
あ
る

議
員
が
言
っ
た
。

　
「
40
歳
か
ら
一
生
、
納
め
る

の
で
は
な
い
の
か
。」
と
あ
る

議
員
が
答
え
た
。

　
「
い
つ
、
ど
ん
な
目
的
で
介

護
保
険
が
出
来
た
の
か
？
」
と

あ
る
議
員
が
言
っ
た
。

　

そ
の
答
え
を
分
か
る
議
員
は

い
な
か
っ
た
。

　

議
員
は
何
で
も
知
っ
て
い
る

と
は
限
ら
な
い
。
知
ら
な
い
事

の
方
が
多
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

　

だ
か
ら
、
村
民
の
疑
問
も
議

員
の
疑
問
も
解
決
で
き
る
、
そ

ん
な
場
所
に
な
れ
ば
と
の
願
い

を
込
め
た
「
解
決
！
深
掘
」
第

２
回
目
は
、
介
護
保
険
（
介
護

保
険
料
）
に
つ
い
て
深
掘
り
し

て
み
た
。

Q
い
つ
、
何
の
目
的
で
介
護
保

険
が
創
設
さ
れ
た
の
か
。

昔
は
、
子
ど
も
や
家
族
が

行
う
も
の
と
さ
れ
て
い
た

親
の
介
護
。

　

高
齢
化
が
進
む
に
つ
れ
、
介

護
を
必
要
と
す
る
高
齢
者
の
増

加
や
核
家
族
化
の
進
行
、
介
護

の
た
め
の
離
職
が
社
会
問
題
と

な
り
、
家
族
の
負
担
を
軽
減
し
、

介
護
を
社
会
全
体
で
支
え
る
こ

と
を
目
的
に
２
０
０
０
年
に
創

設
さ
れ
た
よ
う
だ
。

Q
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
が
増
え

る
と
保
険
料
は
上
が
る
の
か
。

介
護
が
必
要
な
高
齢
者
の

数
や
村
全
体
で
介
護
サ
ー

ビ
ス
に
頼
る
人
が
増
え
れ
ば
、

介
護
保
険
料
に
反
映
さ
れ
、
保

険
料
が
増
え
る
こ
と
と
な
る
。

　
ち
な
み
に
現
在
、基
準
に
な
る

１
カ
月
の
保
険
料
額
は
、札
幌
市

５
７
７
３
円
、江
別
市
５
７
２
０

円
、当
別
町
５
６
０
０
円
、新
篠

津
村
５
９
０
０
円
と
、
本
村
は

少
し
高
い
よ
う
だ
。

Q
介
護
保
険
と
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
と
は
何
が
違
う
の
か
。

病
気
や
ケ
ガ
を
し
た
時
に
、

医
療
機
関
で
医
療
を
受
け

る
の
が
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

（
75
歳
以
上
の
方
な
ど
）。

　

介
護
が
必
要
で
要
支
援
・
要

介
護
状
態
と
な
っ
た
場
合
に
、

訪
問
介
護
や
住
宅
改
修
費
、
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
や
老
人
福
祉
施
設

の
入
所
な
ど
の
、
介
護
サ
ー
ビ

ス
を
受
け
る
の
が
介
護
保
険
に

な
る
よ
う
だ
。

Q
介
護
保
険
料
を
滞
納
し
て
い

る
人
は
ど
う
な
る
の
か
。

滞
納
期
間
に
応
じ
て
、

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
際
の
自

己
負
担
割
合
が
、
本
来
の
負
担

割
合
よ
り
も
多
く
な
っ
た
り
、

い
っ
た
ん
全
額
自
己
負
担
し
て

い
た
だ
い
た
り
、
利
用
料
の
負

担
が
高
額
に
な
っ
た
場
合
の

「
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
」
の

払
戻
し
の
支
給
も
受
け
ら
れ
な

い
場
合
が
あ
る
よ
う
だ
。

Q
村
の
特
養
入
所
と
要
件
と
月

の
介
護
費
用
は
い
く
ら
な
の
か
。

平
成
27
年
４
月
か
ら
新
た

な
入
所
は
要
介
護
３
以
上

に
限
定
さ
れ
、
要
介
護
１
・
２

の
方
は
施
設
以
外
で
の
生
活
が

困
難
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
場

合
の
み
、
入
所
が
認
め
ら
れ
る

こ
と
と
な
っ
た
。

　

入
所
に
は
申
込
み
が
必
要
で
、

入
所
決
定
を
行
う
た
め
に
、
入

所
判
定
委
員
会
で
の
審
査
を
経

て
、
決
定
さ
れ
る
と
の
こ
と
。

　

特
養
は
、
社
会
福
祉
法
人
や

地
方
自
治
体
が
運
営
す
る
公
的

施
設
。
他
と
比
べ
る
と
費
用
が

安
い
の
が
特
徴
で
、
要
介
護
度

や
収
入
・
所
得
・
資
産
な
ど
に

応
じ
て
、
負
担
す
る
費
用
は
さ

ま
ざ
ま
だ
が
、
要
介
護
３
で
は
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
費
・
居
住
費
・

食
費
な
ど
で
月
５
～
11
万
円
程

度
か
か
る
よ
う
だ
。

　

疑
問
を
探
す
の
も
な
か
な
か

難
し
い
。
次
回
の
疑
問
は
何
に

な
る
の
か
。

　

解
決
で
き
る
の
か
ど
う
か
疑

問
は
残
り
ま
す
が
、
議
員
全
員

で
「
解
決
！
深
掘
」
に
努
力
し

ま
す
。

介護保険の住宅改修費を利用して手すりを付けた住宅

村民の疑問を解決
ましてや議員の疑問までも解決。

その２

今
回
の
深
掘
り
は
「
介
護

保
険（
介
護
保
険
料
）」
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編
集
後
記

議
会
通
信
し
ん
し
の
つ　

 （
令
和
２
年
５
月
１
日
発
行
）

　

令
和
と
な
り
一
年
が
経
ち
ま
し

た
、
こ
の
一
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
本
州
で
起
き
た
台
風
に
よ
る

災
害
、
北
海
道
で
は
近
年
に
な
い

少
雪
と
地
球
温
暖
化
の
影
響
と
思

え
る
自
然
災
害
が
、
多
く
発
生
し

ま
し
た
。

　

少
雪
の
影
響
は
農
業
を
営
む
者

に
と
っ
て
は
、
大
変
心
配
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
と
デ
マ

の
影
響
で
、マ
ス
ク
や
紙
製
品
の
不

足
が
大
き
な
問
題
と
な
り
ま
し
た
。

　

物
が
な
く
な
る
と
い
う
う
わ
さ

が
流
れ
る
と
、
買
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
の
は
、
誰

も
が
考
え
る
こ
と
で
仕
方
が
な
い

と
思
う
反
面
、
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
の

報
道
を
見
る
と
、
そ
れ
ほ
ど
買
わ

な
く
て
も
心
配
な
い
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

　

本
当
に
無
く
て
困
っ
て
い
る
人

を
考
え
る
と
、
買
い
占
め
な
ど
は

控
え
て
ほ
し
い
行
動
で
す
。

　

今
年
が
災
害
の
な
い
良
い
年
と

な
る
よ
う
願
う
と
こ
ろ
で
す
し
、

何
か
の
原
因
で
物
不
足
が
発
生
し

た
時
に
は
、
お
互
い
を
思
う
気
持

ち
を
大
切
に
し
て
、
助
け
合
う
こ

と
を
お
願
い
し
た
い
も
の
で
す
。

�

（
林　
記
）

令和2年 第2回定例会
のお知らせ

6月17日（水）
～6月26日（金）予定

発
行
／
新
篠
津
村
議
会　
編
集
／
議
会
広
報
特
別
委
員
会　

　
☎（
０
１
２
６
）　　
　

住
所
／
北
海
道
石
狩
郡
新
篠
津
村
第
47
線
北
13
番
地　
　

５
７-

２
１
１
１

　令和２年２月５日、議会運営委員会（髙
橋孝志委員長）では、今後の議会運営の向上
や議会改革の推進を目標に、先進地である
芽室町を選定し、視察研修を実施した。
　議会活動の中で「ＩＣＴ推進計画」を策定。
いち早くタブレットを導入しペーパーレス
化を図るなど、情報共有や議会の効率化を
高めた芽室町議会を研修したことで、今後
の課題や目標が明確となった。
　なお、芽室町議会は、2014年度から５年
連続で、全国議会改革度ランキング第１位
を獲得し、マニフェスト大賞最優秀成果賞
を受賞するなど「住民に開かれ、分かりや
すく、行動する議会」を目指していた。

【
２
月
】

3
日	

石
狩
管
内
町
村
行
政
懇
談
会

�

（
札
幌
市
）

5
日	

議
会
運
営
委
員
会
視
察
研
修

�

（
芽
室
町
）

7
日	

議
員
協
議
会

20
日	

‌�

石
狩
教
育
研
修
セ
ン
タ
ー
組
合

議
会
定
例
会�

（
北
広
島
市
）

21
日	

村
建
設
協
会
通
常
総
会

【
３
月
】

3
日	

新
年
度
予
算
正
副
議
長
説
明

	

議
会
運
営
委
員
会

	

議
員
協
議
会

5
日	

予
算
勉
強
会

10
日	

第
１
回
村
議
会
定
例
会�（
初
日
）

	
行
政
常
任
委
員
会

	
議
会
広
報
特
別
委
員
会

12
日	

予
算
審
査
特
別
委
員
会

19
日	

第
１
回
村
議
会
定
例
会

�

（
最
終
日
）

【
４
月
】

３
日	

議
員
協
議
会

22
日	

議
員
協
議
会

	

議
会
広
報
特
別
委
員
会

議
会
日
誌

委員４人が参加し、芽室町の議場で行われた
視察研修。どなたでも傍聴できます。

皆さんのご来庁をお待ちしております。


